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【年通号数】公開・登録公報2015-069
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【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月5日(2018.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水系インクジェットプリンタに使用するための転写部材であって、前記転写部材が、不
織ポリマー繊維マトリックスと；前記不織ポリマー繊維マトリックス全体に分散したポリ
マーとを含み、前記不織ポリマー繊維マトリックスが、第１の表面エネルギーを有し、前
記ポリマーが、第２の表面エネルギーを有し、前記第１の表面エネルギーと前記第２の表
面エネルギーの差が、約３０ｍＪ／ｍ２～約５ｍＪ／ｍ２である、転写部材。
【請求項２】
　前記ポリマーが、前記転写部材の約５重量％～約９５重量％含まれる、請求項１に記載
の転写部材。
【請求項３】
　前記不織ポリマー繊維マトリックスが、前記転写部材の約５重量％～約９５重量％含ま
れる、請求項１に記載の転写部材。
【請求項４】
　前記転写部材が、前記不織ポリマー繊維マトリックスのポリマー繊維に沿って均一に分
散した導電性粒子をさらに含む、請求項１に記載の転写部材。
【請求項５】
　前記導電性粒子が、前記転写部材の約０．５重量％～約３０重量％含まれる、請求項４
に記載の転写部材。
【請求項６】
　前記第１の表面エネルギーは、約３０ｍＪ／ｍ２～約６０ｍＪ／ｍ２である、請求項１
に記載の転写部材。
【請求項７】
　前記第１の表面エネルギーは、約２５ｍＪ／ｍ２～約１０ｍＪ／ｍ２である、請求項１
に記載の転写部材。
【請求項８】
　前記第２の表面エネルギーは、約３０ｍＪ／ｍ２～約６０ｍＪ／ｍ２である、請求項１
に記載の転写部材。
【請求項９】
　前記第２の表面エネルギーは、約２５ｍＪ／ｍ２～約１０ｍＪ／ｍ２である、請求項１
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に記載の転写部材。
【請求項１０】
　水系インクジェットプリンタに使用するための転写部材であって、前記転写部材が、不
織ポリマー繊維マトリックスと、前記不織ポリマー繊維マトリックス全体に分散したポリ
マーと、前記不織ポリマー繊維マトリックスの繊維に沿って均一に分散した導電性粒子と
を含み、前記不織ポリマー繊維マトリックスが、第１の表面エネルギーを有し、前記ポリ
マーが、第２の表面エネルギーを有し、前記第１の表面エネルギーと前記第２の表面エネ
ルギーの差が、約３０ｍＪ／ｍ２～約５ｍＪ／ｍ２である、転写部材。
【請求項１１】
　前記ポリマーが、前記転写部材の約５重量％～約９５重量％含まれる、請求項１０に記
載の転写部材。
【請求項１２】
　前記不織ポリマー繊維マトリックスが、前記転写部材の約５重量％～約９５重量％含ま
れる、請求項１０に記載の転写部材。
【請求項１３】
　前記導電性粒子が、前記転写部材の約０．５重量％～約３０重量％含まれる、請求項１
０に記載の転写部材。
【請求項１４】
　前記導電性粒子が、グラフェンナノ粒子を含む、請求項１０に記載の転写部材。
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